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以降で、確認状況を基に、陸上昆虫類、鳥類、哺乳類の順に､動物と植物との関係を個
別に考えていきます。その上で、動物と植物の関係を、総合的に図に整理しています。

①昆虫
平成１２年秋に、陸上昆虫と植物群落との関係について調査しました。調査の結果、

４８４種の昆虫が確認できました。調査は、植物の群落毎に任意採取調査及びベイトト
ラップ法調査により行いました。
植物群落毎に、優占種及び依存種を一覧表に整理しています。

(1) 植物群落別昆虫類確認状況（秋季）
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(2) 植物群落別昆虫類確認状況（秋季）
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(3) 植物群落別昆虫類確認状況（秋季）



5 - 41

(4) 植物群落別昆虫類確認状況（秋季）
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(5) 植物群落別昆虫類確認状況（秋季）

注） 調査法
任意 任意採取法:
ベイト ベイトトラップ法:

注 『依存種』の概念は以下の通りである。）
任 意；群落形成植物を餌資源としている種。
ベイト；群落が形成される環境に多く生息すると考えられる種。
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吉野川の河口干潟には、ハマエンドウ、ケカモノハシ、コウボウシバ、コウボウムギ
などの砂丘植生がみられます。これらの植物に依存していると思われる種が、以下の図
のように整理できました。

砂丘植生に見られる昆虫

また、水際から高水敷にかけては、ヤナギタデ、ミゾソバ、セイタカアワダチソウ、
アカメヤナギ、エノキなどが、冠水頻度、土壌条件などの環境条件に応じて、分布して
います。前頁の表に整理した結果を基に、植物群落毎に依存している昆虫を以下のよう
に想定します。

水際から高水敷にかけてみられる昆虫
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下の表は、スウィーピング法による調査の結果を基に、植物群落に依存性が高い昆虫
の平均個体数を、表に示しました。ただし、科毎に平均個体数を集計しています。

バッタ目は、草本群落のハマエンドウやクズなど、ツル性植物群落で特に多く出現し
ました。これはバッタ目が地表近くを主要な生息地にしていることを示しています。地
表面まで日光が届きやすい草本群落に、バッタ目が多く生息する可能性があります。ま
た、カスミカメムシ科やハムシ科など、一生のほとんどを同一の寄主植物上で過ごすグ
ループの昆虫類は、種ごとに寄主選択性が強くあります。ミツバチ科やコハナバチ科な
ど、成虫が花の蜜や花粉を摂取して生存している昆虫類は、調査当時に花が咲いていた
ミゾソバ群落、ハマエンドウ群落、セイタカアワダチソウ群落に多く集まる傾向が見ら
れました。１つの群落だけで確認された昆虫類としては、アキニレ群落で確認されたア
オバハゴロモ科やアブラムシ科、アレチウリ群落で見られたノコギリカメムシ科などが
挙げられます。これらはそれぞれ特定の群落に依存度が高いものと考えられました。

植物群落に依存性が高い昆虫

文献 現地 文献 現地 文献 現地 文献 現地 文献 現地 文献 現地 文献 現地 文献 現地 文献 現地 文献 現地 文献 現地 文献 現地 文献 現地
1 ﾊﾞｯﾀ ｵﾝﾌﾞﾊﾞｯﾀ ○ 0.24 ○ ○ ○ ○ 2.5 ○ 3 ○ 0.5 ○ ○ ○
2 ﾊﾞｯﾀ ○ 0.03 ○ 0.67 ○ 0.5 ○ ○ ○ 6 ○ 1 ○ ○ ○
3 ﾋｼﾊﾞｯﾀ ○ 0.06 ○ ○ ○ ○ ○ 1 ○ ○ ○ ○
4 ｱｻﾞﾐｳﾏ ｸﾀﾞｱｻﾞﾐｳﾏ ○ 0.03 ○ ○
5 ｶﾒﾑｼ ｳﾝｶ ○ 0.67 4.33 0.5 2 0.5 0.5
6 ｱｵﾊﾞﾊｺﾞﾛﾓ ○ ○ 3.5 ○
7 ﾊｺﾞﾛﾓ ○ 0.36 1
8 ｱﾜﾌｷﾑｼ ○ 0.12 ○ 0.17
9 ｼﾀﾞﾖｺﾊﾞｲ 0.03
10 ｱｵｽﾞｷﾝﾖｺﾊﾞｲ 0.12 4 1 ○ ○
11 ﾎｼﾖｺﾊﾞｲ 0.03 1.17
12 ｵｵﾖｺﾊﾞｲ 1.67 2
13 ﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ ○ 0.82 0.83 6 ○ ○ 1.5 1 0.5 0.5 3.5 ○ 2.5 ○ ○
14 ﾖｺﾊﾞｲ ○ 1.18 0.83 0.5 ○ 3 ○ 0.5 ○ 0.5 0.5
15 ｷｼﾞﾗﾐ 0.09 ○ 2 1
16 ｱﾌﾞﾗﾑｼ ○ 2.5
17 ｶｽﾐｶﾒﾑｼ ○ 8.36 ○ 4.17 ○ 0.5 ○ 0.5 ○ 20.5 ○ 1 ○ 0.5 ○ 18 ○ 23.5 ○ 1.5 ○ ○ ○ 1
18 ｸﾞﾝﾊﾞｲﾑｼ 0.27 2 ○ 31
19 ｲﾄｶﾒﾑｼ ○ ○ 1
20 ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ○ 1.91 ○ 0.17 ○ 1 ○ 2 ○ 2.5 ○ 2 ○ 1.5 ○ 8.5 ○ 8 ○ 2.5 ○ ○ ○ 0.5
21 ﾒﾀﾞｶﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ○ ○ 6
22 ﾎｿﾍﾘｶﾒﾑｼ ○ 0.18 ○ ○
23 ﾍﾘｶﾒﾑｼ ○ 0.33 0.5
24 ﾋﾒﾍﾘｶﾒﾑｼ ○ 0.03 ○ ○ ○ ○
25 ﾏﾙｶﾒﾑｼ 0.06 ○ ○ 9 0.5
26 ﾉｺｷﾞﾘｶﾒﾑｼ ○ 0.5
27 ｶﾒﾑｼ ○ 0.39 ○ ○ 1 ○ ○ 2 ○ ○ ○ 0.5 ○ 0.5 ○ ○ ○ ○
28 ｺｳﾁｭｳ ｺｶﾞﾈﾑｼ 0.06 ○ ○ ○
29 ﾀﾏﾑｼ ○ 3
30 ｼﾞｮｳｶｲﾓﾄﾞｷ 0.06 0.17 ○ ○ ○
32 ﾊﾑｼ ○ 0.58 ○ 11.5 ○ 1.5 0.5 ○ ○ 1.5 ○ 2.5 ○ 0.5 ○ 0.5 0.5 ○ 2.5
33 ﾋｹﾞﾅｶﾞｿﾞｳﾑｼ 0.5
34 ﾎｿｸﾁｿﾞｳﾑｼ 0.03 0.5 6.5
35 ｿﾞｳﾑｼ 0.03 3 1
36 ﾊﾁ ﾊﾊﾞﾁ 0.06 0.33 37
37 ｺﾏﾕﾊﾞﾁ ○ 0.12 0.17 ○ 2.5 ○ 2 ○ ○ ○
38 ﾋﾒﾊﾞﾁ ○ 0.27
39 ﾑｶｼﾊﾅﾊﾞﾁ 0.03 ○ ○ ○
40 ｺﾊﾅﾊﾞﾁ 0.79 ○ ○ 1 ○ 0.5
41 ﾐﾂﾊﾞﾁ ○ 1 0.5 ○ ○ 3.5 0.5
42 ﾊｴ ﾊﾅｱﾌﾞ 0.06 0.33 ○ 0.5 ○ 1 0.5 ○ 2 0.5
43 ﾐﾊﾞｴ ○ 1
44 ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ ○ 1.27 0.17 1.5 2.5 1 0.5 ○ 1.5 ○ 1 0.5 ○ 8.5 1 0.5
45 ｷﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ ○ 0.27 1.50 0.5 0.5 0.5 2 6.5
46 ﾊﾅﾊﾞｴ 0.42 1.17 ○ 1 0.5 ○ ○ 1.5 ○ 0.5 ○ 1
47 ﾔﾄﾞﾘﾊﾞｴ ○ 0.06 ○ ○ 0.5 ○ 0.5 ○ ○ 0.5 ○ ○ 0.5 ○ ○ ○ ○

科数合計 22 37 7 15 16 10 11 8 9 15 21 17 16 14 12 9 17 13 12 11 8 3 8 5 9 10
注１）現地欄の数字は１地点当たりの平均個体数です。 注３）　表中の色は、以下に示すように、平均個体数が多い項目を示しています。
注２）文献欄の○印は図鑑等の文献で出現植生が記載されていることを示しています。
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No. 目 科
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単子葉 双子葉
木本群落

イネ科 ﾔﾅｷﾞﾀﾃﾞ

草本群落
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植物群落に依存すると考えられる昆虫類の種数を群落ごとに図表に示しています。

イネ科群落は、多くの昆虫類が利用しています。特にカメムシ目の依存種が目立ちま
す。ハマエンドウやクズといったマメ科植物群落も比較的多くの昆虫類が利用していま
す。ハマエンドウで 種、クズで 種が確認されています。また、セイタカアワダチソ7 8

ウ群落では特にハチ目やハエ目の利用が目立ちます。本群落で見られた昆虫類のほとん
どの種が、花を利用していると考えられます。

ｲﾈ科 ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ
科 ﾐｿﾞｿﾊﾞ ﾔﾅｷﾞﾀﾃﾞ ﾔﾌﾞｶﾞﾗｼ-ｶﾅﾑｸﾞﾗ ﾊﾏｴﾝﾄﾞｳ ｸｽﾞ

ﾋﾒﾑｶｼﾖﾓ
ｷﾞ-ｵｵｱﾚ
ﾁﾉｷﾞｸ

ｾｲﾀｶｱﾜ
ﾀﾞﾁｿｳ ｱﾚﾁｳﾘ ｱｶﾒﾔﾅｷﾞ ｱｷﾆﾚ ｴﾉｷ-ﾑｸﾉ

ｷ

ﾊﾞｯﾀ目 5 4 1 4 2
ｱｻﾞﾐｳﾏ目 1
ｶﾒﾑｼ目 28 1 3 4 2 1 2 2 1
ｺｳﾁｭｳ目 2 1 1 1 1 2
ﾊﾁ目 2 1 1 2
ﾊｴ目 2 1 1 1 1 1 1 5 1 1
ﾁｮｳ目 1 1
合 計 40 5 2 2 2 7 8 6 9 3 3 2 3

樹木群落

群落ごとの確認依存種数
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昆虫は、短い期間で出現する種が変化します。また、毎年同じ状況とは限りません。
そのため、今回の調査結果は、ある年、ある時期における吉野川のある地点の状況の一
端を反映しているに過ぎません。調査時期が異なれば、先の調査結果も変わります。
先に挙げた昆虫の中で、皆さんが知っている昆虫はどれだけいるでしょうか。私たち

が良く目にする昆虫は、昆虫全体のごく一部の種類です。私たちが吉野川で普通に目に
する昆虫には、次のようなものがいます。

オンブバッタ アオクサカメムシ マルカメムシ

ナナホシテントウ ナミテントウ アオスジアゲハ

ベニシジミ ナミアゲハ アカタテハ

シオカラトンボ ニシカワトンボ


